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グリッドはあくまでもガイドライン「グリッドを形成する数値を整数に
することや、グリッド生成のために行を無理矢理そろえることは、グリッ
ド本来の目的ではありません。グリッドはあくまでも誌面形成のガイド
ラインなので、便利なツールとして使えば良い。手段と目的をちゃんと
分けること。」

グリッドはあくまでもガイドライン「グリッドを形成する数値を整数に
することや、グリッド生成のために行を無理矢理そろえることは、グリッ
ド本来の目的ではありません。グリッドはあくまでも誌面形成のガイド
ラインなので、便利なツールとして使えば良い。手段と目的をちゃんと
分けること。」

テキスト・図版を配置する場合、通常は天、
左端、あるいは天地・左右をグリッドに揃
えることを基本とするが、その制約に絡め
とられると誌面に求められる図版やテキス
トとの関係が窮屈になる。したがってどこ
かが基準線に沿っているくらいの認識で
じゅぶんだと考えよう。

図版のレイアウト
ここでは、一番下の図版の最長幅を 10 グリッド分に設定している。そこから必然的に導
き出される天地サイズに、ほかの見開き図版や表紙のサイズが揃えられている。また、各
図版の間隔は、見た目が均等になるようなアキとなっている。

図版の配置
図版は、左端と天地のグリッ
ドに準じて配置されている。
そのため、ノド側は必然的に
グリッドから外れることにな
る

例外的なテキスト配置
この見開きのキャプションと解説文は、
例外的にテキストを地から組み上げるよ
うに配置しているため、天位置はグリッ
ドに揃わず、成り行きとなっている。

グリッドの縦幅
グリッドの縦幅は、キャプションの活字
サイズ（9q）と、行送り（14h）を基本
として、キャプション 3行分の天地を 1
グリッド（9.25mm）としている。また、
グリッドの縦の間隔には、キャプション
1行分のアキ（4.75mm）が取られている。
インタビュー本文の活字サイズは 11q で、
本文の 4行目とキャプションの 5行目の
天位置を揃えるため、行送りは 18.666h
という端数となっている

グリッドを細分化し、利便性と汎用性を獲得する
「このグリッドは、もはや方眼紙 寸前と呼べるものになっている。ただし、2mm や 3mm 方眼を
そのまま使うと自在性が高すぎて、記事・冊子単位に一定の秩序をもたらすことは難しくなる。かと言っ
て、従来使われてきた、横 4,6 段グリッドでは制約が過ぎるし、特定の時代のデザイン様式を彷彿と
させてしまう。求めらている誌面を実現するためには、グリッドにとらわれすぎないようにすること
がポイントですが、最初から『逃げ』や『外す』ことを目指してしまうと、誌面構成の本来の目的か
ら離れてしまう。そこで、構造としてのグリッドそのものを細分化することで『逃げ』や『外す』こ
とにも対応し、なおかつ限られた時間内で効率良くコンポジションする利便性と汎用性を考慮し、グ
リッドを生成して行きました」

グリッドの横幅
横のグリッドは 6mmユニットになっており、半面を 16 グリッドで均等分割でき
る感覚で配置されている。キャプションは、これらを4分割したもの（=4グリッド分）
を基本としているが、場合によっては 3分割にし（=5グリッド分 X3）、グリッド
を余らせることも厭わない活用がなされている。ただし、左頭揃えのプロポーショ
ナル組版としているため、必ずしもキャプションがグリッドに完璧にそうわけでは
なく、あくまでも基準値として考えられている

版面外のグリッド
版面の外にもグリッドやガイドラインを
用意して、自由に活用できるように設計



２社の好調グローバル巨大企業が実現した

　私たちはグローバルステージでVisibility （存在感）を発揮

し、ビジネスチャンスを活かせる人材の育成を支援していま

す。その一環として、グローバルリーダーの生き生きとした声

を世の中に発信する場をデザインすることが、多くのグローバ

ルリーダーにとっての良質な学び・気づきに繋がり、プロアク

ティブなアクションのきっかけになることを期待しています。

　今年のカンファレンステーマは「Employee Experience

の進化は果たしてビジネスの推進力になり得るのか？」です。

私たちが伴走するビジネスリーダーとの対話の中で、しばしば

耳にするこのテーマを、多くのビジネスリーダーと共に考えて

いきたいと思います。

　組織の規模が大きくなるほど、組織変革へのハードルは高

くなり、社会的な成功を収めてきた企業においては、なおさら

です。今回は、実際にカルチャーの改革やD&Iの浸透を

通じて“Employee Experience”を向上させ、ビジネスイン

パクトを生み出している２社をお招きしています。

　先進的なグローバル企業と120年の歴史を誇る日本企業

という全く異なる2社をお招きして、そのストーリーをリアル

に伺うことで、変革を妨げがちなバイアスを取り除き、あらた

な発想でリーダーがこれから先に益々考えるべきテーマ、具

体的な取り組みに対するヒントを持ち帰っていただく場を生

み出したいと考えています。

セミナーへのお申込みはwebサイトより受け付けています。
https://7seas.co.jp/seminar/global-leadership/ 
株式会社 セブンシーズ 162-0054  東京都新宿区河田町3-51 河田町ガーデンクラブフロア4002　03-5312-7061
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なぜ7seasがやるのか？ なぜこの2社が話すのか？

1982年住友電気工業（株）入社、人事部門に勤務。その後米国在住を経て、帰国後

外資系ベンチャー企業。1996～2011年GEにて、組織開発、採用、HRビジネスパー

トナーおよび企業買収・統合業務等を担当し、HRリーダー職を経験。2011年～

2016年日本マイクロソフト（株）執行役人事部長、2016年～2018年ノキアにて

日本およびノースアジア地域の人事責任者。2018年4月に日本電気（株）に入社、

カルチャー変革本部の設立とともにそのヘッドポジションに就任し、NECグループ

の人事制度や働き方マインドセットなどを大きく変革しながらカルチャーを変え

ることにチャレンジ。2019年４月より、人材組織開発部長を兼務、2022年4月よ

り現職。一貫して、経営戦略としての人事施策をリードし企業風土改革を行う。

2003年、日系精密機器企業に入社、人事部門にて勤務開始。その後、外資系企業

にフィールドを移し、半導体、家電、消費財といった様々な業界にて、採用、L&D、

組織開発、C&B、HRBP、HRリーダー職といった様々な職務を経験し、2019年9月

より現職である2019年に日本マイクロソフトに入社。Strategic HR Business 

Partnerとして、ビジネスリーダーと連携し、人材マネジメント、リーダーシッ

プ、組織開発によってビジネスと人を変革して、Company missionの実現を目

指す。同時に、マイクロソフトのカルチャーの大きな柱の一つである、Diversity & 

InclusionのJapan leadとして、「D&Iはビジネス戦略である」という考えの元に、

社内外での発信、更なる理解の浸透のための様々な取り組みを行っている。

日本マイクロソフト株式会社    シニアHRマネジャー

柴嵜 務 ／ Tsutomu SHIBASAKI
日本電気株式会社    コーポレート・エグゼクティブ
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日時: 2022年9月9日（金）　14:00-16:00
会場: オンライン＠ZOOM
URL: https://7seas.co.jp/seminar/
対象: 本テーマに興味のある方はどなたでもご参加を歓迎します。
参加費: 無料（アーカイブ配信あり）

【期間限定アーカイブ配信予定】

当日の参加が難しい方は、アーカイブ配信の希望を

お申込みいただけますと、カンファレンス後に動画を視聴頂けます。

カルチャー変革の“今”コーポレート・

＃ NECグループにおけるカルチャー変革
＃ 実行力の改革

＃ マイクロソフトにおけるDiversity&Inclusionとは
＃ 目指すカルチャーを実現する人事制度、仕組みづくりとは

ゲストスピーカー
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